
【事務事業調書】
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■事業経費

835,864 0

委託料 450,000
心理相談派遣委託料　＠15,000×30回

消耗品 132,000
啓発用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ＠1,500（50枚綴り）×50冊　母親学級栄養指
導用材料＠8,000×4回　母親学級指導用ﾃｷｽﾄ＠250×100冊

報償費 208,000
母親学級妊婦体操指導＠10,000×4回
遊びの教室指導保育士　＠7,000×2名×12回

財
　
源

どのような成果が現れます（現れました）か？

①妊婦が正しい知識を身につけ、妊婦同士の交流を図ることで、不安軽減し、妊娠・出産・育児の
過程を楽しむことにつなげる。②相談体制を整えることにより、保護者の育児不安やストレスに早期
に対処することができる③こども同士の交流も含め、親同士の友人づくりの場となる。友人や保健
師に相談できる場となり、育児不安やストレス解消につながる。母子の孤立化や虐待を防止するこ
とができる。健診以外で保健師と触れ合うことは、保健師を身近な存在と感じることができ、相談し
やすい関係をつくることができる。児童館など他の子育て支援事業の紹介の場となる。④自分自身
の心身の健康状態を把握し、必要時早期に対応することができる。⑤相談者のニーズに合わせた
相談機関（町、県、専門機関）を紹介することにより、早期対応となり心身の健康状態の改善につ
ながる 自殺防止対策につながる

指　標 目　標　値 達　成　値

事務事業名 こころの健康づくり推進事業費

実
績

担当部課 健康福祉課
担　当 健康づくり

サブリーダー 田中圭子

計
画

①妊娠中よりこころの健康づくりを図るため、母親学級を開催する。②乳幼児健診・相談で保護
者の育児不安、ストレス等の対応として心理相談員による相談を実施。③子育て支援として親
子での遊びの教室を開催する。児童館でも類似の事業を実施しているが、主に健診等で子育
てに不安を感じている保護者を対象に参加を促していく④広報や健診・教室等の事業でこころ
の健康に関する啓発と相談機関の紹介を行う。⑤こころの専門機関とのネットワークを築き、必
要に応じて相談や訪問、ケア会議などを実施する。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

心理相談件数

70件

細　節 金　額 積　算　根　拠

賃金 45,864
母親学級指導　歯科衛生士＠5,660×4回　助産師＠5,806×4
回

特　記　事　項

金　額 特　記　事　項細　節

特　記　事　項

受益者負担金
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事業の分類 既存事業

予算科目
コード

流用額

予算現額

計

差引（一般財源）

その他の特定財源

国庫支出金

県支出金

地方債

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

計　画 実　績

835,864

0

835,864


